
2011年4月14日
株式会社ユニヘアー

ユニヘアーグループ
2011年2月期

（2010年3月1日～2011年2月28日）
決算説明資料

本資料における将来の予想等に関する各数値は、現時点で入手可能な情報に基づく弊社の
判断や仮定によるものであり、リスクおよび不確実性が含まれております。従って、実際の業
績等は、予想数値とは異なる可能性があります。

記載金額は表示単位未満切捨て、比率は小数第一位未満を四捨五入で表示しております。



2011年2月期のトピックス



・機能重複の排除と意思決定の迅速化、責任体制の明確化を目指した3社統合

・3社統合の実効化とグローバル本社確立のための本社移転

国内事業共通施策

3社統合

売上回復

効率改善
・3社統合による組織体制の確立

・新潟事業所の閉鎖

・売上回復に向けた営業体制の強化、営業統括本部の創設

・東・西日本営業本部に移行することによるフォンテーヌ、アデランスの

組織の一本化

・クチュール店化の展開と現店舗の改装、統廃合の実施

コスト
削減

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

・3社統合による間接経費削減、無駄の排除

・本社移転によるコスト削減（間接部門人材の営業部門へのシフト）

・最適生産・物流体制確立による効率化とコスト削減

・集中購買体制確立によるコスト削減

・ITシステムプロジェクトの立ち上げ
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アデランス・ブランド

定額制の推進による顧客減少の歯止め

・ルール外販売の規制強化

・CSの推進
保有顧客数
の再拡大

・新広告キャンペーンによるブランドイメージの向上

・AHC(定額制）による明瞭な価格の提示

・新商品投入 アデランスゴールド

・下取りキャンペーン
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新規顧客

増大

・AHC（定額制）による新規顧客の拡大

・ルール外販売の規制により、リピート売上が安定化

・売上の下げ止まりが見られる

（重点施策）

成果



○レディメイドからオーダーメイドまで一貫して販売できる
フォンテーヌ店舗網（クチュール店）の充実

○顧客ニーズに基づく商品ラインナップの充実
○フォンテーヌのブランドイメージの向上と浸透

・オーダーメイド新規顧客獲得に向けた、効果的な広告宣伝

フォンテーヌ・ブランド

・フォンテーヌクチュール店店舗数：2011年2月末合計：90店

フォンテーヌ
の知名度向上

フォンテーヌクチュール店
の大幅な拡大

・フォンテーヌブランドTV広告を継続出稿

・フォンテーヌクチュール銀座旗艦店オープン（11月25日）

需要層の拡大
(60代～70代）

・レディメイドフラフィ
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新製品の投入

・機能訴求のTV広告

・展示会の開催

・組織統合による組織力強化、クチュール店拡大とレディメイドフラフィ（新商品

投下）による百貨店・直営店での売上下降傾向が止まり、反転

・需要層向け機能訴求のTV広告で、下期にサロン売上が下げ止まり

・リピート売上は堅調に推移

（重点施策）

成果



北米

欧州

海外事業（北米・欧州）

・ヘアトランスプラント事業（BOSLEY)の統合

・ウィッグ事業会社（AHG）の統合

・ブランド統廃合及び物流部門の集約

・ARIの研究がFDA第2フェーズで、臨床試験第1段階完了。

・成長を促進するインセンティブ・スキームの導入

・機能別欧州統合準備の一環として第1回グローバルSCM／IT会議開催

（8/2,3 東京本社）

・BOSLEY事業の市場調査と未進出市場への事業展開の検討開始
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・ヘアトランスプラント事業（ボズレー）では、収益性が大幅に改善

・ウィッグ事業は、北米、欧州とも堅調に推移
成果



海外事業（中国・アジア）

中国

アジア

・中国事業のプロ集団をリクルートし、本社体制の確立

・BOSLEY事業で復旦大学付属華山病院静安分院と業務提携

・フォンテーヌ旗艦店をオープン（2010年9月28日）

・ウィッグショップ、ラブズチェンジを2店オープン（2010年12月20日）

・男性オーダーメイドウィッグ事業の縮小と女性ファッションウィッグの拡大
（シンガポール、台湾への特化）

・タイ、マレーシア、韓国の赤字店舗閉鎖
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OPA店 Yuyuan店

・上記をすべて実施完了成果



2011年2月期 業績



2011年2月期（12ヶ月） 連結業績

-

-

-

-

-19,800

6,200

-13,600

-6,700

-6,900

-

-6,800

44,600

37,800

10,000

47,800

1月13日
公表見込

2010年2月期

（12ヶ月）

2011年2月期

（12ヶ月）
増減

前年比

（％）
計画差

売上高 57,355 48,171 -9,184 -16.0 371

売上原価 12,867 9,294 -3,573 -27.8 -706

売上総利益 44,488 38,877 -5,611 -12.6 1,077

販管費 49,753 44,760 -4,992 -10.0 160

営業損益 -5,264 -5,883 -618 -11.7 917

営業利益率 - - - - -

経常損益 -5,351 -6,317 -966 -18.1 583

特別損益 -4,258 -10,667 -6,409 -150.5 -3,967

税引前当期純損益 -9,609 -16,984 -7,375 -76.8 -3,384

法人税等 241 6,228 5,987 2,484.2 -28

当期純損益 -9,851 -23,213 -13,362 -135.6 -3,413

設備投資 2,536 2,150 -386 -15.2 -

減価償却費 2,380 1,882 -498 -20.9 -

EBITDA -2,884 -4,000 -1,116 -38.7 -

ｷｬｯｼｭﾊﾞﾗﾝｽ 15,381 11,174 -4,207 -27.4 -

（単位：百万円）
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2011年2月期第4四半期(3ヶ月） 連結業績

2010年2月期

第4四半期

（3ヶ月）

2011年2月期

第4四半期

（3ヶ月）

増減
前年比

（％）

売上高 13,822 13,165 -656 -4.7

売上原価 2,933 2,203 -729 -24.9

売上総利益 10,889 10,962 73 0.7

販管費 14,411 10,698 -3,713 -25.8

営業損益 -3,522 263 3,785 -

営業利益率 - 2.0％ - -

経常損益 -3,612 -20 3,592 -

当期純損益 -4,610 -5,488 -877 -

（単位：百万円）
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2011年2月期 主な販管費

-11.8-6024,5005,102連結従業員数（人）

国内

-20.9-4981,8822,380減価償却費

-12.0-3382,4782,816

-10.1-1,954(-995)17,45719,411人件費

-15.6-1,631（-582）8,80010,431店舗関係費

2010年2月期

（12ヶ月）

2011年2月期

（12ヶ月）

増減

（内、撤退事業）

前年比

（％）

販管費合計 49,753 44,760 -4,993(-1,891) -10.0

広告宣伝費 10,940 9,557 -1,383(-46) -12.6

（単位：百万円）
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-13.0-348（-131）2,3222,670店舗関係費

2010年2月期

４Q（3ヶ月）

2011年2月期

４Q（3ヶ月）

増減

（内、撤退事業）

前年比

（％）

販管費合計 14,411 10,698 -3,713(-454) -25.8

広告宣伝費 4,381 1,652 -2,729(-8) -62.3

人件費 4,932 4,336 -596(-229) -12.1

減価償却費 612 420 -191 -31.2

（単位：百万円）



（12ヶ月概況）
・ルール外販売の是正と撤退事業に因る減収が主因
・国内売上は、ブランドイメージの改善、新商品投入、フォン
テーヌクチュール店化の加速などにより、下期には下げ止ま
りが見られる。
・ルール外販売を除く国内男性売上は堅調に推移

12,795

13,165

13,822

-282

327
-799

-300 -36
435

48,171

57,355

-612-1,686

-2,340

-3,171

-1,654

-128

407

2011年2月期 連結売上高

ルール
外販売
（概算）

撤退
事業

ボズレー

女性
売上

2010年
2月期

第4四半期実績

2011年
2月期

第4四半期実績

前年比（12ヶ月） 第4四半期前年比（3ヶ月）

2010年
2月期
実績

2011年
2月期
実績

（百万円） （百万円）
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ルール
外販売
（概算）

撤退
事業 女性

売上

1月13日公表
見込み

1月13日公表
見込み

男性
売上

ボズレー・
海外海外

ウィッグ

その他

男性
売上

その他

47,800



454

263

-653

-3,522 3,260

76

2011年2月期 連結営業利益

-6,800

-5,883

-5,264

156

-2,003

-1,873

3,101

売上
総利益減

ルール外
販売

売上総利益

前年比（12ヶ月） 第4四半期前年比（3ヶ月）

（百万円）

（12ヶ月概況）
•ルール外販売、各事業の売上減による減益
•大幅な販管費の削減

（3ヶ月比較）
•増収を確保
•大幅な販管費の削減で、営業黒字を達成

2010年
2月期
第4四半期実績

2011年
2月期

第4四半期実績
2010年
2月期
実績

2011年
2月期
実績

撤退事業
赤字

（百万円）
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販管費
削減
（撤退
事業を
除く）

売上総利益
の増加減

販管費削減
（撤退事業
を除く）

1月13日公表
見込み

1月13日公表
見込み

撤退事業
販管費削減



売上高の推移
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10,000
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2010年2月期上期 2010年2月期下期 2011年2月期上期 2011年2月期下期

国内事業 ルール外販売 ノンコア事業 海外事業（百万円）

97％
115％

94％

83％

・国内事業は売上の下げ止まり
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営業損益の推移

-6,000

-5,000

-4,000

-3,000

-2,000

-1,000

0

2010年2月期上期 2010年2月期下期 2011年2月期上期 2011年2月期下期（百万円）

営業赤字が縮小し、
2011年2月期4Qは営業黒字
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176 163

2,209

144

2,410

353

-9-35

2,513

905

9,754

8,900

700719

532
-125

-1,344

9,003

リピート
売上増

2011年2月期 業績（アデランス）

ルール外
販売

（概算）

新規
売上減

売上前年比（12ヶ月） 売上前年比（3ヶ月）

（百万円）

（百万円）

（12ヶ月概況）
•ルール外販売是正による減収
•AHC契約数は前年を大幅に上回る
•ルール外販売を除くリピート売上は増加

新規
売上減

リピート
売上増

（3ヶ月比較）
•リピート売上：大幅に改善

2010年2月期
第4四半期実績

2011年2月期
第4四半期実績

2010年2月期
実績

2011年2月期
実績

リピート新規
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10,659

9,722

2,676

2,385

ルール外
販売

（概算）

1月13日
公表見込み

1月13日
公表見込み

9,600
2,554



主な営業指標（アデランス）
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AHCの受注件数前年比（新規160％、リピート 157％）

2011年
2月期

2010年
2月期

2009年
2月期

2008年
2月期



アデランスブランド 売上高推移

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

2010年2月期上期 2010年2月期下期 2011年2月期上期 2011年2月期下期

男性新規 男性リピート ルール外

・リピートは堅調に推移
・ルール外販売は大幅に減少

（百万円）
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16,917

13,200

7,143

7,600

13,632

632

-2,286
-996

7,778

3,760
3,491

2,055
2,150

3,923

273
12434

2,328

2011年2月期 業績（フォンテーヌ）

ルール外
販売

（概算）
サロン

（オーダー
メイド）
売上減

百貨店・
直営店

（レディ
メイド）
売上増

売上前年比（12ヶ月） 売上前年比（3ヶ月）

（百万円）

（百万円）

（12ヶ月概況）
・ルール外販売是正による減収
・ルール外販売を除くオーダーメイド売上減
（新規-18億円、リピートｰ14億円）
・百貨店・直営店（主にレディメイド）は新商品投入、宣伝効果
とクチュール店化の促進で、売り上げ増加
・猛暑による、売上減

オーダー
メイド
新規
売上増

（3ヶ月比較）
・百貨店・直営店（主にレディメイド）は宣伝効果とク
チュール店化の促進で、売り上げ増加

・新規売上は、機能訴求型TV広告の効果で前年同期を上回る
・リピート売上は順調に改善

レディメイドオーダーメイド

レディ
メイド
売上増

オーダー
メイド
リピート
売上増

2010年2月期
第4四半期実績

2011年2月期
第4四半期実績

2010年2月期
実績

2011年2月期
実績
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5,815 5,641

24,060

21,410

1月13日
公表見込み

1月13日
公表見込み

20,800
6,251



主な営業指標（フォンテーヌ）
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百貨店/直営店クチュール店舗
売上金額 前年対比（％）

フォンテーヌクチュール店売上進捗状況

・クチュール店の売上は着実に拡大、2月は前年比118%
・ノンクチュール店でも前年比115%の実績。



フォンテーヌブランド 売上高推移

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

2010年2月期上期 2010年2月期下期 2011年2月期上期 2011年2月期下期

女性新規 女性リピート 百・直 ルール外

・新規売上は下げ止まり
・百貨店・直営店は順調に回復
・ルール外販売は減少

（百万円）
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2011年2月期業績（ボズレー）

7,629

2,606

9,065

7,799

691
-521

-1,856

750
601

1,878
2,201

451

-128
-601

売上前年比（12ヶ月）

（百万円）

（百万円）

（12ヶ月概況）
・企業統合に伴うMHR販売拠点閉鎖による減収

MHR ボズレー

2010年2月期
第4四半期実績

2011年2月期
第4四半期実績

2010年
2月期
実績

2011年
2月期
実績

10,235

19

8,549

（3ヶ月比較）
・拠点閉鎖による減収
・売上が順調に拡大している

10月14日公表
見込み

（＄81ｍ） （＄89ｍ）

（＄27ｍ）

（＄8ｍ）MHR拠点閉鎖

（為替差含む）
円高に
よる減収

統合効果に
よる増収

（＄20ｍ）

（＄6ｍ）

（＄25ｍ）

MHR拠点閉鎖

（為替差含む） 円高に
よる減収

統合効果に
よる増収

2,479

売上前年比（3ヶ月）
*現地通貨X決算レートで表示しております

（為替レート）
2010年2月期 $＝¥93.71
2011年2月期 $＝¥87.31



ボズレーブランド 営業利益推移
*現地通貨ベースの四半期業績をもとに円表示しております。（US$1＝￥87.31）

-400

-200

0

200
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1,000

2010年2月期上期 2010年2月期下期 2011年2月期上期 2011年2月期下期

-10

-5

0

5

10

15

20

25営業利益 売上高営業利益率

（百万円）

・収益性が大幅に改善

（％）
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71 63

603
530

719 823

275 285 341

2,586
2,175

3,373

3,163

3,274

2,431

188
-570

-2306,235 6,046 1,4161,393

2011年2月期業績（海外ウィッグ事業）

売上前年比（12ヶ月）
*内部売上は除く

売上前年比（3ヶ月）
*現地通貨X決算レートで表示しております

（百万円）
（百万円）

（12ヶ月概況）
・円高の影響を除くと各地域で、堅調に推移

アジア 北米 欧州
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2010年2月期
第4四半期実績

2011年2月期
第4四半期実績

2010年
2月期実績

2011年
2月期実績

10月14日公表
見込み

5,623
北米

ウィッグ
減収

円高に
よる
減収

欧州
ウィッグ
増収

（為替影響
を除く）

（€25ｍ）

（€27ｍ）

（＄27ｍ）
（＄24ｍ）

（€5ｍ） （€7ｍ）

（＄6.4ｍ）
（＄6.0ｍ）

（為替レート）
2010年2月期 $＝¥93.71 €＝130.55
2011年2月期 $＝¥87.31 €＝115.09
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2010年2月期上期 2010年2月期下期 2011年2月期上期 2011年2月期下期

米国 欧州 アジア

海外ウィッグ 営業利益推移
*現地通貨ベースの四半期業績をもとに円表示しております。（US$1=￥87.31、€1=￥115.09）

・2010年2月期下期より、米国の収益性改善

（百万円）
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2012年2月期 事業計画



国内事業戦略

（重点課題）

営業・マーケティング戦略

1.効果的な宣伝活動の実施

2.高品質商品の提供

3.アフターサービスの向上

コスト戦略

1.店舗損益管理・効率性の向上

2.コスト削減プロジェクト

3.人件費の削減ー希望退職者募集

営業黒字化を達成

基本方針：

創業時の精神に原点回帰し、業績の大幅な改善を目指す
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海外事業戦略

北米戦略

ボズレー・ウィッグ事業

利益ある成長
を図る

欧州戦略

英国、北欧、ベネルクス

市場シェアの
拡大と安定し
た収益を確保
する

中国戦略

ウィッグ事業 ボズレー事業

ファッシ
ョン戦略
で市場拡
大を図る

復旦大学
との提携
による植
毛事業を
成長させ
る

24



2012年2月期通期連結業績予想

25

次期の予想につきましては、2011年3月11日に発生し
ました東日本大震災の影響について、現段階では合理的
に算定することが困難であるため、未定としております。
今後、予想が可能になった段階で、速やかに発表します。


